
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メディカル・デバイス・コリドー推進計画（概要版） 山梨県

計画期間 2020（令和 2）年度〜2022（令和 4）年度 
目  標 医療機器関連産業参⼊企業数 71 社→100 社 

趣  旨 本県機械電⼦産業の技術⼒等を活⽤し、医療機器関連産業を本県の基幹産業となるよう、県内企業の⽀援等を図る 

施  策 以下の４つの柱により展開（参考︓令和 2 年度当初予算 59,522 千円） 

1 ⽀援体制の確⽴ 医療機器の専門総合⽀援窓⼝「メディカル・デバイス・コリドー推進センター」をやまなし産業⽀援機構内に新設 
医療機器の専門⼈材である「コーディネーター」による伴⾛⽀援を実施 

製販企業
医療機関
⾦融機関
JETRO

国
（関東経済産業局）

ほか関係機関

⼭梨県

⼭梨⼤学

静岡県やまなし産業⽀援機構
連携

県内企業
一体的に

⽀援

メディカル･デバイス･コリドー
推進センター

豊富な企業情報を持つ機構と医療機器専門⼈材の 
コーディネーターが伴⾛⽀援を実施 
 
 医療機関・製販企業訪問マッチング 
 プロジェクト・補助⾦獲得⽀援 
 ニーズ（シーズ）収集・蓄積・選定 
 臨床試験などのコーディネート 
 PMDA、FDA、CE マーク等の審査相談 
 知的財産権等の特許相談・⽀援 等 

3 連携の促進 協定を締結した静岡県との連携による取り組み 
医師会や公⽴・私⽴医療機関との連携も強化 4 人材の確保・育成、情報発信 ⼭梨⼤学の協⼒により⼈材養成講座を開設 

HP を新設し、企業情報や取り組みを PR 

令和元年 12 月 静岡県と連携協定締結 
展示会共同開催などから取り組みを展開 

⼭梨県医師会 

⼭梨県⺠間病院協会 

⼭梨県官公⽴病院等協議会 

多様な医療ニーズの収集や機器の開発に向け、
医療機関との連携強化を図る ⼭梨⼤学における⼈材養成講座 専門のホームページを開設 

静岡県との連携した取り組み 

イベント・補助⾦情報 

医療ニーズ 

企業情報 

タイプ別

医療機器メーカー

タイプ別⽀援のシナリオ

販路開拓⽀援

1st ステップ

研究開発タイプ 製品開発⽀援 技術⽀援 販路開拓⽀援

製造業タイプ 技術⽀援 販路開拓⽀援

部材供給タイプ 技術⽀援 販路開拓⽀援

《製品開発⽀援》
ニーズ抽出
共同研究
治験 等

2nd ステップ

《技術⽀援》
生産体制強化
リスク管理制
薬機法対応 等

3rd ステップ

《販路開拓⽀援》
商談会
発注開拓
セミナー 等

企業タイプに応じた個別⽀援 
 研究開発、部材供給⽀援 
 研究開発助成 
 集積助成、⾦融⽀援 
 ベンチャー⽀援 
 海外展開 
 
企業団としての取り組みも 
合わせて実施 
 展示・商談会の開催 
 大手メーカー視察・商談 

2 企業⽀援策の充実・強化 県内企業の声に応え、医療機器開発に加え部品・材料供給も⽀援する等、企業状況に応じた⽀援策を実施 
更に、参⼊後には付加価値の⾼い OEM・ODM 型企業への成⻑を促進 

企業アンケート 

メーカーへの部材供給を指向する企業が多い 

海外医療機器メーカー

国内医療機器メーカー(製造販売含む)

海外エンドユーザー

医療機器卸等 国内エンドユーザー

1 2 3 4 5

垂直的OEM
(下請け)
型企業

水平的OEM
(下請け〜協業)

型企業

マザーマシン･
評価系機器
特化型企業

ODM企業 最終商品
製造販売企業

いわゆる下請けから、設計開発を担う ODM 企業への成⻑を促進 

更に 


